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1. 平成27年3月期の連結業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 106,737 17.4 7,442 83.4 8,359 65.2 4,748 45.2
26年3月期 90,901 8.7 4,058 △13.9 5,058 △1.2 3,269 9.8

（注）包括利益 27年3月期 12,330百万円 （3.7％） 26年3月期 11,888百万円 （43.3％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年3月期 71.71 ― 7.0 6.6 7.0
26年3月期 49.36 ― 5.7 4.5 4.5

（参考） 持分法投資損益 27年3月期 ―百万円 26年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 135,087 78,225 53.7 1,094.66
26年3月期 119,019 67,332 52.5 943.60

（参考） 自己資本 27年3月期 72,480百万円 26年3月期 62,487百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年3月期 4,355 △596 △3,900 24,400
26年3月期 10,084 △2,363 △4,420 23,037

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年3月期 ― 6.00 ― 7.00 13.00 860 26.3 1.5
27年3月期 ― 6.00 ― 9.00 15.00 993 20.9 1.5
28年3月期(予想) ― 7.00 ― 8.00 15.00 18.7

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

 

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 55,000 9.0 3,800 15.0 4,100 13.4 2,500 7.0 37.75
通期 115,000 7.7 8,000 7.5 8,800 5.3 5,300 11.6 80.04



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注） 詳細は、（添付資料）15ページ「４．連結財務諸表 （５） 連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期 69,068,822 株 26年3月期 69,068,822 株
② 期末自己株式数 27年3月期 2,855,630 株 26年3月期 2,845,969 株

③ 期中平均株式数 27年3月期 66,218,482 株 26年3月期 66,227,373 株

（参考）個別業績の概要 

平成27年3月期の個別業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 35,768 4.9 21 △95.7 2,697 △16.4 2,121 △27.9
26年3月期 34,085 4.9 495 18.2 3,226 39.4 2,943 75.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

27年3月期 32.04 ―
26年3月期 44.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 71,603 44,384 62.0 670.33
26年3月期 67,863 41,026 60.5 619.53

（参考） 自己資本 27年3月期 44,384百万円 26年3月期 41,026百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続きが実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と 
なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧 
ください。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１） 経営成績に関する分析

①当期の経営成績

 損益実績                                        (単位：百万円)

 
平成26年３月期 平成27年３月期 増減 

金額 売上比(％) 金額 売上比(％) 増減額 増減率（％） 

売上高 90,901 100 106,737 100 15,835 17.4 

営業利益 4,058 4.5 7,442 7.0 3,384 83.4

経常利益 5,058 5.6 8,359 7.8 3,300 65.2

税金等調整前当期純利益 5,890 6.5 7,899 7.4 2,008 34.1

当期純利益 3,269 3.6 4,748 4.4 1,479 45.2

当期純利益連単倍率 1.1倍   2.2倍      

 

当連結会計年度における世界経済は、日本で消費増税によるマイナス成長が２四半期連続し、ユーロ圏でもウクラ

イナを巡るロシアとの対立から牽引役のドイツが失速するなど、一部で停滞が見られました。また、こうした日欧の

不振に加え、消費主導型経済への転換を図る中国が投資抑制姿勢を続ける中、唯一好調な米国に支えられ、かろうじ

て緩やかな回復基調を維持しました。

当社グループを取り巻く環境としましては、船舶分野では、主要造船国において新造船建造量が逓減傾向から全面

的に底入れ基調に転じ、また修繕市場においても堅調な需要が続きました。工業分野においては、日本で消費増税に

伴う反動減が見られましたが、海外では底堅い市況が続き、またコンテナ分野においても特段の調整が行われること

なく、高位安定的なコンテナボックスの生産が継続しました。

このような経営環境の中、当連結会計年度における当社グループの売上高は、106,737百万円（前期比17.4％増）

となりました。また、利益面では、売上総利益の増加に加え、前期に比べ貸倒引当金繰入額が減少したことなどか

ら、営業利益が7,442百万円（同83.4％増）、経常利益が8,359百万円（同65.2％増)、当期純利益が4,748百万円（同

45.2％増）となりました。

 

 セグメント別の売上高状況                                (単位：百万円)

報告セグメント 平成26年３月期 平成27年３月期 増減額 増減率(％) 

日本  35,008 36,532 1,523 4.4

中国  26,063 34,356 8,292 31.8

韓国  8,472 11,575 3,102 36.6

東南アジア  10,548 11,816 1,268 12.0

欧州・米国  10,808 12,456 1,648 15.3

計  90,901  106,737 15,835 17.4 

 

 日本では工業用塗料需要が消費増税の影響により低調となりましたが、船舶用塗料需要が底入れに転じたことから

36,532百万円（前期比4.4％増）となりました。海外では、中国の工業・コンテナ市場がともに堅調であったほか、

中韓両国での新造船市場の底入れと商船向け受注の持ち直しが見られたことにより、中国が34,356百万円（同31.8％

増）、韓国が11,575百万円（同36.6％増）となりました。また、東南アジアや欧州・米国では船舶修繕需要が底堅く

推移したことから、東南アジアが11,816百万円（同12.0％増）、欧州・米国が12,456百万円（同15.3％増）となり、

これらの結果、全体では106,737百万円(同17.4％増）となりました。
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②次期の見通し

当社グループを取り巻く経営環境としましては、再燃が危惧されるギリシャ債務問題や、混迷が続く中東情勢など

のリスク要因があるものの、主要造船国で概ね２年相当の手持ち工事が維持されていることから、新造船市場で当面

足許の建造ペースが維持されるものと思われ、また、世界経済の回復と海上荷動きの増加、さらには鈍化しつつも依

然根強い新興国の建設需要などにより、船舶修繕市場やコンテナ市場、ならびに工業市場についても、概ね安定的な

環境が続くものと思われます。

こうした中、当社グループといたしましては、既存市場でのシェアを取りこぼしなく確保するとともに、従来の枠

に止まらない新たな製品を積極的にご提案することにより、さらなる市場を開拓して行く所存です。 

 

次期の見通しにつきましては、下記のとおりです。

                      (単位：百万円)

区分 連結業績見通し 

売上高 115,000 

営業利益 8,000 

経常利益 8,800 

親会社株主に帰属する当期純利益 5,300 

  (注) 上記の業績見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、リスクや不確実性を

含んでおります。実際の業績は様々な要因により、業績見通しとは大きく異なる可能性があります。

 

（２） 財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

 財政状態

区分 平成26年３月期 平成27年３月期 増減 

総資産 (百万円)  119,019  135,087  16,067 

純資産 (百万円)  67,332  78,225  10,893

自己資本比率 (％) 52.5 53.7 1.2 

１株当たり純資産 (円) 943.60 1,094.66 151.06 

 

(イ)資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ12,607百万円増加の95,726百万円となりました。主な増加要因は、受取手形

及び売掛金の増加（8,441百万円）や現金及び預金の増加（2,314百万円)であります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ3,459百万円増加の39,361百万円となりました。主な増加要因は、投資有価

証券の増加（2,692百万円）や有形固定資産の増加（304百万円）であります。

(ロ)負債

流動負債は前連結会計年度末に比べ7,022百万円増加の50,201百万円となりました。主な増加要因は、支払手形

及び買掛金の増加（4,755百万円）であります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ1,848百万円減少の6,660百万円となりました。主な減少要因は、長期借入金

の減少（2,287百万円）であります。

(ハ)純資産

純資産は前連結会計年度末に比べ10,893百万円増加の78,225百万円となりました。主な増加要因は、為替換算調

整勘定の増加（3,843百万円）、当期純利益の計上などによる利益剰余金の増加（3,803百万円）やその他有価証券

評価差額金の増加（1,938百万円）であります。

この結果、１株当たり純資産は前連結会計年度末に比べ151.06円増加し1,094.66円となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

                                          (単位：百万円)

区分 平成26年３月期 平成27年３月期 増減額 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,084 4,355 △5,728 

投資活動によるキャッシュ・フロー  △2,363 △596 1,767 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △4,420 △3,900 520 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,828 1,503 △325 

現金及び現金同等物の増減額  5,128 1,362 △3,765 

現金及び現金同等物の期首残高  17,908 23,037 5,128 

現金及び現金同等物の期末残高  23,037 24,400 1,362 

 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,362百万円増加し、24,400百万円と

なりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前当期純利益が増加したものの、売上債権の増加などにより、前連結会計年度に比べ5,728百万円減少

し4,355百万円のプラスとなりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

定期預金の預入による支出が増加したものの、定期預金の払戻による収入の増加や固定資産の取得による支出が減

少したことなどにより、前連結会計年度に比べ1,767百万円増加し596百万円のマイナスとなりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

借入金の返済が減少したことなどにより、前連結会計年度に比べ520百万円増加し3,900百万円のマイナスとなりま

した。

 

   (参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 

自己資本比率 (％) 45.6 47.4 49.7 52.5 53.7 

時価ベースの自己資本比率 (％) 47.8 34.9 31.0 40.8 53.3 

キャッシュ・フロー対有利子 

負債比率 (年) 
18.0 7.2 2.9 2.4 5.2 

インタレスト・カバレッジ・ 

レシオ (倍) 
4.6 10.0 23.3 27.2 15.1 

 自己資本比率：自己資本／総資産 

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

 (注１) 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

 (注２) 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

 (注３) キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

 (注４) 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。 

 

（３） 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は株主の皆様に対する利益還元を経営の最優先課題として位置付け、昭和28年以来配当を継続してきておりま

すが、今後も業績等総合的に勘案しながら長期安定的に成果の配分を行うよう努力してまいります。

 また、内部留保資金は研究開発投資、更なる海外展開の進展、財務体質改善のための借入金返済などに充て、企業

価値の向上に努めてまいります。
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２．経営方針

（１） 会社の経営の基本方針

 当社グループは、常に顧客の立場に立った革新的な製品とサービスを供給し、社業の発展を通じて社会に貢献する

とともに、遵法精神を主軸に、会社の継続的存立とステークホルダーとの信頼性確保を図ることを基本理念に、次の

経営基本方針を掲げて取り組んでおります。

 ① 最高の品質で、顧客の信頼と満足を確保する

 ② 世界的な視野に立ち、常に技術革新を行い新製品の開発に努める

 ③ 経営の科学化を図り、会社の継続的存立と利潤を確保し社会に貢献する

 ④ 誠実を旨とし、和を重んじ公明正大を期す

 ⑤ 環境に即応した社内標準化を推進し、組織的運営と活動を図る

 

（２） 中長期的な会社の経営戦略と目標とする経営指標

 当社グループは、グローバル企業として世界レベルで成長機会を捉え、また産業の発展と地球環境の保全を共に追

及し、創造と革新の精神で市場ニーズに応えることにより中長期的な企業価値の向上を図るため、以下の指針を含む

総合的な目標を設定しております。

 ① 市場の高成長が期待できる地域で拡販に努める

 ② 新造船および修繕船市場で一層のシェア拡大を図る

 ③ 顧客ニーズに合った環境対応製品や高機能高付加価値製品などの新製品を開発する

 ④ 営業、技術、生産、管理などの部門で全社的にコストダウンを図る

 ⑤ 時代に適合した情報システムなどの構築を行う

 ⑥ 一人当たりの売上高を増加させる

 ⑦ 与信管理の徹底を図る

 ⑧ 資産の見直しを適宜行い効率的な活用を図る

 

（３） 会社の対処すべき課題

 世界経済の見通しは今後とも予断を許さない状況ですが、当社グループとしましては、以下の課題に重点的に取り

組むことにより、環境変化に対応可能な企業体質の強化を図ってまいります。

 ① 企業倫理と法の遵守を徹底するとともに、健全で透明性の高い経営体制とリスク管理体制の整備を含む内部統

制制度を拡充し、効率性を高めていく

 ② 顧客ニーズと環境対応を同時に充たす製品の開発と安定した供給体制を構築する

 ③ 全社的なコストの削減に全力をあげて取り組むとともに、原価の変動に見合った適正な販売価格を維持する

 ④ 与信管理を強化するとともに営業キャッシュ・フローの改善を進め、財務体質を強化していく

 ⑤ 化学品への適法な対応のため、化学物質管理体制の継続的改善を図る

 

（４） その他、会社の経営上重要な事項

 該当事項はありません。

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性等を考慮し、日本基準を採用しており

ます。

なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、国内外の諸情勢等を考慮の上、適切に対応してい

く方針であります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 28,367 30,682 

受取手形及び売掛金 38,677 47,119 

有価証券 1,127 186 

商品及び製品 9,067 10,623 

仕掛品 557 522 

原材料及び貯蔵品 5,505 6,481 

繰延税金資産 1,169 1,010 

その他 1,345 1,230 

貸倒引当金 △2,701 △2,130 

流動資産合計 83,118 95,726 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 ※５ 18,304 19,508 

減価償却累計額 △10,088 △10,968 

建物及び構築物（純額） 8,216 8,540 

機械装置及び運搬具 ※５ 15,180 16,178 

減価償却累計額 △11,745 △12,813 

機械装置及び運搬具（純額） 3,435 3,364 

工具、器具及び備品 4,368 4,501 

減価償却累計額 △3,712 △3,865 

工具、器具及び備品（純額） 656 635 

土地 ※３ 13,183 ※３ 13,259 

リース資産 120 104 

減価償却累計額 △67 △67 

リース資産（純額） 53 36 

建設仮勘定 65 78 

有形固定資産合計 25,610 25,915 

無形固定資産 1,296 1,501 

投資その他の資産    

投資有価証券 ※１ 8,133 ※１ 10,826 

繰延税金資産 239 470 

その他 675 1,574 

貸倒引当金 △54 △926 

投資その他の資産合計 8,994 11,944 

固定資産合計 35,901 39,361 

資産合計 119,019 135,087 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 14,664 19,420 

短期借入金 20,862 19,320 

1年内返済予定の長期借入金 48 2,350 

リース債務 20 16 

未払金 3,120 3,758 

未払費用 2,295 2,883 

未払法人税等 1,435 1,438 

賞与引当金 165 213 

製品保証引当金 209 182 

その他 357 617 

流動負債合計 43,178 50,201 

固定負債    

長期借入金 ※１ 3,373 ※１ 1,086 

リース債務 30 17 

長期未払金 80 86 

繰延税金負債 875 1,618 

再評価に係る繰延税金負債 ※３ 2,615 ※３ 2,370 

退職給付に係る負債 1,153 1,082 

その他 379 398 

固定負債合計 8,508 6,660 

負債合計 51,686 56,861 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,626 11,626 

資本剰余金 7,783 7,783 

利益剰余金 37,276 41,079 

自己株式 △1,183 △1,192 

株主資本合計 55,501 59,296 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,124 4,062 

土地再評価差額金 ※３ 3,499 ※３ 3,745 

為替換算調整勘定 1,448 5,292 

退職給付に係る調整累計額 △87 83 

その他の包括利益累計額合計 6,985 13,184 

少数株主持分 4,844 5,745 

純資産合計 67,332 78,225 

負債純資産合計 119,019 135,087 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 90,901 106,737 

売上原価 ※１,※３ 65,674 ※１,※３ 77,312 

売上総利益 25,227 29,424 

販売費及び一般管理費 ※２,※３ 21,168 ※２,※３ 21,982 

営業利益 4,058 7,442 

営業外収益    

受取利息 247 301 

受取配当金 166 184 

受取ロイヤリティー 101 84 

技術指導料 93 116 

為替差益 504 262 

その他 338 355 

営業外収益合計 1,453 1,304 

営業外費用    

支払利息 360 284 

その他 92 103 

営業外費用合計 452 388 

経常利益 5,058 8,359 

特別利益    

固定資産売却益 ※４ 10 ※４ 5 

投資有価証券売却益 651 - 

受取保険金 335 77 

特別利益合計 997 82 

特別損失    

固定資産売却損 ※５ 2 ※５ 7 

会員権評価損 - 12 

固定資産圧縮損 72 - 

和解金 82 522 

その他 8 0 

特別損失合計 165 542 

税金等調整前当期純利益 5,890 7,899 

法人税、住民税及び事業税 2,335 2,320 

法人税等調整額 △285 22 

法人税等合計 2,050 2,342 

少数株主損益調整前当期純利益 3,840 5,556 

少数株主利益 571 808 

当期純利益 3,269 4,748 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 3,840 5,556 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,240 1,935 

土地再評価差額金 - 245 

為替換算調整勘定 6,807 4,422 

退職給付に係る調整額 - 171 

その他の包括利益合計 8,047 6,774 

包括利益 11,888 12,330 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 10,619 10,946 

少数株主に係る包括利益 1,269 1,383 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 11,626 7,783 34,867 △1,179 53,097 

会計方針の変更による累積的
影響額         - 

会計方針の変更を反映した当期
首残高 11,626 7,783 34,867 △1,179 53,097 

当期変動額           

剰余金の配当     △860   △860 

当期純利益     3,269   3,269 

自己株式の取得       △4 △4 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 - - 2,408 △4 2,404 

当期末残高 11,626 7,783 37,276 △1,183 55,501 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 884 3,499 △4,660 - △277 3,878 56,699 

会計方針の変更による累積的
影響額             - 

会計方針の変更を反映した当期
首残高 

884 3,499 △4,660 - △277 3,878 56,699 

当期変動額               

剰余金の配当             △860 

当期純利益             3,269 

自己株式の取得             △4 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

1,240 - 6,109 △87 7,262 966 8,229 

当期変動額合計 1,240 - 6,109 △87 7,262 966 10,633 

当期末残高 2,124 3,499 1,448 △87 6,985 4,844 67,332 

 

- 10 -

中国塗料㈱(4617)　平成27年３月期決算短信



当連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 11,626 7,783 37,276 △1,183 55,501 

会計方針の変更による累積的
影響額     △84   △84 

会計方針の変更を反映した当期
首残高 

11,626 7,783 37,191 △1,183 55,417 

当期変動額           

剰余金の配当     △860   △860 

当期純利益     4,748   4,748 

自己株式の取得       △8 △8 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － － 3,887 △8 3,879 

当期末残高 11,626 7,783 41,079 △1,192 59,296 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 2,124 3,499 1,448 △87 6,985 4,844 67,332 

会計方針の変更による累積的
影響額             △84 

会計方針の変更を反映した当期
首残高 2,124 3,499 1,448 △87 6,985 4,844 67,248 

当期変動額               

剰余金の配当             △860 

当期純利益             4,748 

自己株式の取得             △8 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

1,938 245 3,843 171 6,198 900 7,098 

当期変動額合計 1,938 245 3,843 171 6,198 900 10,977 

当期末残高 4,062 3,745 5,292 83 13,184 5,745 78,225 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 5,890 7,899 

減価償却費 1,562 1,671 

のれん償却額 27 30 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,476 8 

その他の引当金の増減額（△は減少） △28 △19 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 50 32 

受取利息及び受取配当金 △415 △496 

受取保険金 △335 △77 

支払利息 360 284 

為替差損益（△は益） △121 102 

固定資産除売却損益（△は益） 1 11 

固定資産圧縮損 72 - 

投資有価証券売却損益（△は益） △651 0 

売上債権の増減額（△は増加） 3,338 △6,351 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,265 △1,349 

未払又は未収消費税等の増減額 △70 41 

仕入債務の増減額（△は減少） △335 3,574 

その他 △560 1,114 

小計 11,527 6,476 

利息及び配当金の受取額 415 494 

保険金の受取額 335 77 

利息の支払額 △371 △288 

法人税等の支払額 △1,740 △2,404 

和解金の支払額 △82 - 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,084 4,355 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △7,017 △11,908 

定期預金の払戻による収入 6,492 11,847 

短期貸付金の純増減額（△は増加） △6 4 

固定資産の取得による支出 △1,924 △1,247 

固定資産の売却による収入 20 30 

有価証券の純増減額（△は増加） △779 744 

投資有価証券の取得による支出 △115 △49 

投資有価証券の売却による収入 922 0 

その他 43 △18 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,363 △596 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,150 △2,536 

長期借入れによる収入 20 - 

長期借入金の返済による支出 △70 △58 

自己株式の取得による支出 △4 △8 

配当金の支払額 △860 △861 

少数株主への配当金の支払額 △427 △413 

少数株主からの払込みによる収入 94 - 

その他 △22 △21 

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,420 △3,900 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,828 1,503 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,128 1,362 

現金及び現金同等物の期首残高 17,908 23,037 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 23,037 ※ 24,400 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１. 連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数   24社

主要な連結子会社の名称   大竹明新化学株式会社、神戸ペイント株式会社 

CHUGOKU MARINE PAINTS (Hong Kong), Ltd. 

CHUGOKU MARINE PAINTS (Shanghai), Ltd. 

CHUGOKU MARINE PAINTS (Guang Dong), Ltd. 

CHUGOKU SAMHWA PAINTS, Ltd. 

CHUGOKU MARINE PAINTS (Singapore) Pte. Ltd. 

CHUGOKU PAINTS (Malaysia) Sdn. Bhd. 

CHUGOKU PAINTS B.V.

なお、前連結会計年度において連結子会社でありました中国塗料長崎販売㈱は、当社を存続会社とする吸収合

併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。 

 

２. 持分法の適用に関する事項

非連結子会社及び関連会社はありません。

 

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項

 神戸ペイント㈱を除く連結子会社23社の決算日は12月31日であります。連結財務諸表の作成にあたっては、各

社の決算日の財務諸表を使用しておりますが、連結決算日との間に生じた重要な取引については連結上の必要な

調整を行っております。

 

４. 会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

ａ 満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)によっております。

ｂ その他有価証券

時価のあるもの

 決算期末日の市場価格等に基づく時価法 (評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定)によっております。

時価のないもの

  移動平均法による原価法によっております。

② デリバティブ

 時価法によっております。

③ たな卸資産

 主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）によ

っております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 (リース資産を除く)

 定率法によっております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）について

は、定額法によっております。また、在外連結子会社は主として定額法によっております。

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物    ７～50年

機械装置及び運搬具  ４～17年

工具、器具及び備品  ２～10年

② 無形固定資産 (リース資産を除く)

 定額法によっております。

 なお、ソフトウエア (自社利用)については、社内における見込利用可能期間(３～10年) に基づく定額法

によっております。

- 13 -

中国塗料㈱(4617)　平成27年３月期決算短信



③ リース資産

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

 リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

 一部の連結子会社は、従業員の賞与の支給に備えるため支給見込額に基づく当連結会計年度負担額を計上し

ております。

③ 製品保証引当金

 売渡製品の保証期間に基づいて発生する補償費に備えるため、年間売上高に対する補償費の実績割合を勘案

して計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び会計基準変更時差異の費用処理方法

 会計基準変更時差異（1,296百万円）については、15年による定額法により費用処理しております。

 数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

 一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支

給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

 外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

 なお、在外子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相

場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めて計上してお

ります。

(6) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

 一部の連結子会社は為替予約について振当処理を採用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段   ヘッジ対象

為替予約   外貨建債権債務

③ ヘッジ方針

為替予約

 外貨建金銭債権債務に係る為替相場の変動リスクを回避するために、必要な範囲内で利用しております。

④ ヘッジの有効性評価の方法

 為替予約の締結時にリスク管理方法に従って、外貨建による同一金額で同一期日の為替予約をそれぞれ振当

てているため、その後の為替相場の変動による相関関係は完全に確保されているので決算日における有効性の

評価を省略しております。

(7) のれんの償却方法及び償却期間

  のれんの償却については、５年間の定額法により、償却を行っております。

(8) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 手許現金、随時引き出し可能な現金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(9) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の処理方法

  消費税等の処理方法は、税抜方式によっております。
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（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて当連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を、退職給付

の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当連結

会計年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

 この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債が130百万円増加し、利益剰余金が84百万円減少して

おります。なお、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

 

（連結貸借対照表関係）

※１ 担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当連結会計年度

（平成27年３月31日）

投資有価証券 1,829百万円 2,559百万円

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当連結会計年度

（平成27年３月31日）

長期借入金 500百万円 500百万円

 

 ２ 保証債務

特約店への売上債権の回収に対する保証は、次のとおりであります。

債務保証

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当連結会計年度

（平成27年３月31日）

三菱商事ケミカル㈱ 917百万円 869百万円

 

※３ 土地の再評価

 土地の再評価に関する法律 (平成10年３月31日公布法律第34号) 及び土地の再評価に関する法律の一部を改正

する法律 (平成11年３月31日改正) に基づき、事業用土地の再評価を行っております。再評価の方法は、土地

の再評価に関する法律施行令 (平成10年３月31日公布政令第119号) 第２条第３号に定める固定資産税評価額

に合理的な調整を行って算定する方法に基づいて算定しており、再評価差額のうち税効果相当額を固定負債の

部に「再評価に係る繰延税金負債」として、その他の金額を純資産の部に「土地再評価差額金」として計上し

ております。

 ・再評価を行った年月日…平成12年３月31日

 

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当連結会計年度

（平成27年３月31日）

再評価を行った土地の期末における時価と

再評価後の帳簿価額との差額
△5,533百万円 △5,718百万円

 

 ４ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度 

（平成26年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成27年３月31日） 

受取手形裏書譲渡高 1,575百万円 2,127百万円 
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※５ 圧縮記帳額

    前連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

 保険金を受領したことにより、建物及び構築物45百万円、機械装置及び運搬具27百万円を取得価額から控除

しております。

 

（連結損益計算書関係）

※１ 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は、次のとおりであります。

 
 前連結会計年度 

（自 平成25年４月１日 
  至 平成26年３月31日） 

 当連結会計年度 
（自 平成26年４月１日 

  至 平成27年３月31日） 

売上原価 103百万円 71百万円 

 

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
 前連結会計年度 

（自 平成25年４月１日 
  至 平成26年３月31日） 

 当連結会計年度 
（自 平成26年４月１日 

  至 平成27年３月31日） 

減価償却費 360百万円 341百万円 

貸倒引当金繰入額 1,560 〃 129 〃 

賞与引当金繰入額 57 〃 54 〃 

製品保証引当金繰入額 － 〃 26 〃 

退職給付費用 376 〃 391 〃 

役員報酬及び従業員給料等 6,744 〃 7,301 〃 

運送費 3,389 〃 4,021 〃 

販売手数料 1,820 〃 2,594 〃 

 

※３ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

前連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

一般管理費        516百万円 512百万円

当期製造費用      1,197 〃 1,337 〃

計     1,714百万円 1,849百万円

 

※４ 固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

建物及び構築物  ―百万円    0百万円

機械装置及び運搬具  10 〃    4 〃

工具、器具及び備品  0 〃    0 〃

計  10百万円    5百万円

 

※５ 固定資産売却損の内容は、次のとおりであります。 

前連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

機械装置及び運搬具  0百万円    1百万円

工具、器具及び備品  2 〃    6 〃

計  2百万円    7百万円
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日) 

１. 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 69,068,822 ― ― 69,068,822

 

２. 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 2,838,017 7,952 ― 2,845,969

 (注) 普通株式の自己株式の株式数の増加7,952株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

３. 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 463 7.00 平成25年３月31日 平成25年６月27日

平成25年10月31日

取締役会
普通株式 397 6.00 平成25年９月30日 平成25年12月２日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 463 7.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日

 

当連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日) 

１. 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 69,068,822 ― ― 69,068,822

 

２. 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 2,845,969 9,661 ― 2,855,630

 (注) 普通株式の自己株式の株式数の増加9,661株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

３. 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 463 7.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日

平成26年10月31日

取締役会
普通株式 397 6.00 平成26年９月30日 平成26年12月１日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 595 9.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

現金及び預金勘定 28,367百万円 30,682百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,607 〃 △6,358 〃

有価証券（MMF等） 277 〃 76 〃

現金及び現金同等物 23,037百万円 24,400百万円

 

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、主に塗料を生産・販売しており、国内においては当社を中心として、海外においては中国、韓

国、東南アジア、欧州・米国の各地域をCHUGOKU MARINE PAINTS (Shanghai)，Ltd.、CHUGOKU MARINE PAINTS

(Guang Dong)，Ltd.、CHUGOKU SAMHWA PAINTS, Ltd. 、CHUGOKU MARINE PAINTS (Singapore) Pte.Ltd.、CHUGOKU 

PAINTS (Malaysia) Sdn. Bhd.、CHUGOKU PAINTS B.V. 及びその他現地法人が担当しております。各グループ会社

はそれぞれ独立した経営単位でありますが、取り扱う製品については各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。

したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「中国」、「韓国」、「東南アジア」、「欧州・米国」の５つを報告セグメントとしております。各報告セ

グメントのうち、「日本」においては塗料の生産・販売の他に不動産管理業務等を行っており、その他の報告セグ

メントにおいては塗料の生産・販売を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

 前連結会計年度(自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日) 

          (単位：百万円) 

  日本 中国 韓国 東南アジア 欧州・米国 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 35,008 26,063 8,472 10,548 10,808 90,901 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
2,950 4,429 347 3,077 704 11,509 

計 37,959 30,493 8,820 13,626 11,512 102,411 

セグメント利益又は 

損失（△） 
1,966 △620 375 1,477 △542 2,656 

セグメント資産 60,403 39,493 7,554 14,019 9,480 130,950 

その他の項目            

減価償却費 590 578 81 203 63 1,517 

のれんの償却額 △0 ― ― ― 28 27 

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
756 84 60 285 100 1,287 
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 当連結会計年度(自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日) 

          (単位：百万円) 

  日本 中国 韓国 東南アジア 欧州・米国 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 36,532 34,356 11,575 11,816 12,456 106,737

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
4,238 5,449 362 3,811 908 14,770

計 40,770 39,805 11,937 15,628 13,365 121,507

セグメント利益又は 

損失（△） 
1,598 2,345 151 1,984 △598 5,481

セグメント資産 64,427 47,495 8,972 16,732 9,262 146,890

その他の項目            

減価償却費 587 669 81 215 75 1,629

のれんの償却額 ― ― ― ― 30 30

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
433 265 93 150 76 1,020

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：百万円)

 利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,656 5,481

セグメント間取引消去 2,572 3,093

全社費用（注） △1,170 △1,131

連結財務諸表の営業利益 4,058 7,442

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

(単位：百万円)

 資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 130,950 146,890

セグメント間取引消去 △22,368 △23,133

全社資産（注） 10,437 11,330

連結財務諸表の資産合計 119,019 135,087

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金、投資有価証券であります。

 

(単位：百万円)

その他の項目
報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

 前連結会
計年度

 当連結会
計年度

 前連結会
計年度

 当連結会
計年度

 前連結会
計年度

 当連結会
計年度

 減価償却費 1,517 1,629 44 42 1,562 1,671

 のれんの償却額 27 30 ― ― 27 30

 有形固定資産及び
 無形固定資産の増加額

1,287 1,020 53 143 1,340 1,163

(注) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない無形固定資産で

   あります。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

１株当たり純資産額 943.60円 1,094.66円

１株当たり当期純利益金額 49.36円 71.71円

  (注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

     ２ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当連結会計年度

(平成27年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(百万円) 67,332 78,225

普通株式に係る純資産額(百万円) 62,487 72,480

差額の主な内訳(百万円)    

 少数株主持分 4,844 5,745

普通株式の発行済株式数(株) 69,068,822 69,068,822

普通株式の自己株式数(株) 2,845,969 2,855,630

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数(株)
66,222,853 66,213,192

 

     ３ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

連結損益計算書上の当期純利益金額(百万円) 3,269 4,748

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益金額(百万円) 3,269 4,748

普通株式の期中平均株式数(株) 66,227,373 66,218,482

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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５．その他

(1）役員の異動

役員の異動につきましては、平成27年３月27日発表の「役員の異動および組織変更に関するお知らせ」をご参照

ください。

 

(2）販売実績

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）             （単位：百万円）

 

 

日本

 

 

中国

 

 

韓国

 

東南 

アジア 

欧州
・

米国
計

船舶用塗料 28,097 14,297 8,423 5,479 10,425 66,722

工業用塗料 6,595 1,582 49 4,053 165 12,445

コンテナ用塗料 ― 10,183 ― 1,016 216 11,416

その他 316 ― ― ― ― 316

計 35,008 26,063 8,472 10,548 10,808 90,901

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）             （単位：百万円）

 

 

日本

 

 

中国

 

 

韓国

 

東南 

アジア 

欧州
・

米国
計

船舶用塗料 30,376 19,710 11,416 6,394 11,852 79,750

工業用塗料 5,827 1,948 158 4,451 299 12,685

コンテナ用塗料 ― 12,697 ― 970 304 13,972

その他 328 ― ― ― ― 328

計 36,532 34,356 11,575 11,816 12,456 106,737

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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